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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公開番号】特開2007-152850(P2007-152850A)
【公開日】平成19年6月21日(2007.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2007-023
【出願番号】特願2005-353973(P2005-353973)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月26日(2008.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録ヘッドからインクを吐出して記録媒体に画像を記録することが可能なインクジェッ
ト記録装置であって、
　前記記録媒体に対して前記インクと反応する液体を塗布するための塗布手段と、
　前記塗布手段が配置され、前記塗布手段により前記液体が塗布された記録媒体を前記記
録ヘッドに対向する位置へ搬送するための第１の搬送経路と、
　前記塗布手段へ供給するための前記液体を貯蔵するための貯蔵手段と、
　前記貯蔵手段に貯蔵される液体の量が所定量より少ないことを判定する判定手段と、
　前記液体の量が所定量よりも少ないことが判定された場合に、前記第１の搬送経路を利
用した記録媒体の搬送を禁止する禁止手段と、
　を備えることを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記液体の量が所定量よりも少ないことが判定された場合に、前記液体の量が所定量よ
りも少ないことに関する通知を行う通知手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に
記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記第１の搬送経路とは別個の経路であって、前記液体が塗布されていない記録媒体を
前記記録ヘッドに対向する位置へと搬送するための第２の搬送経路をさらに備えることを
特徴とする請求項１または２に記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記液体は、前記インク中の成分を凝集させる成分を含有することを特徴とする請求項
１乃至３のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記第１の搬送経路を利用することが禁止された後に、前記第２の搬送経路を利用して
前記記録媒体の搬送を行うことを示す指示がユーザにより入力されると、使用すべき搬送
経路を前記第１の搬送経路から前記第２の搬送経路へ切換えて、前記第２の搬送経路を利
用して記録媒体の搬送を行うことを特徴とする請求項３に記載のインクジェット記録装置
。
【請求項６】
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　前記第１の搬送経路を利用することが禁止された場合、使用すべき搬送経路を前記第１
の搬送経路から前記第２の搬送経路に切換えて、前記第２の搬送経路にて前記記録媒体の
搬送を行うことを特徴とする請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項７】
　前記第１の搬送経路を利用することが禁止された場合、前記画像の記録に関わる動作を
終了することを特徴とする請求項３に記載のインクジェット記録装置。
【請求項８】
　前記第１の搬送経路を利用して記録媒体を搬送する場合と、前記第２の搬送経路を利用
して記録媒体を搬送する場合とで、前記画像を記録するための条件を異ならせることを特
徴とする請求項３乃至７のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項９】
　前記画像を記録するための条件は、前記記録ヘッドから吐出されるインクの量に関する
条件であり、
　前記第１の搬送経路を利用して記録媒体を搬送する場合の前記記録ヘッドから吐出され
るインクの量は、前記第２の搬送経路を利用して記録媒体を搬送する場合の前記記録ヘッ
ドから吐出されるインクの量よりも多いことを特徴とする請求項８に記載のインクジェッ
ト記録装置。
【請求項１０】
　前記画像を記録するための条件は、前記記録媒体の搬送速度に関する条件であり、
　前記第１の搬送経路を利用して記録媒体を搬送する場合の前記記録媒体の搬送速度は、
前記第２の搬送経路を利用して記録媒体を搬送する場合の前記記録媒体の搬送速度よりも
速いことを特徴とする請求項８に記載のインクジェット記録装置。
【請求項１１】
　一方の面に画像が記録された記録媒体の他方の面に対して画像を記録することを可能に
するための両面記録手段をさらに備え、
　前記両面記録手段は、前記一方の面に画像が記録された記録媒体を前記第１の搬送経路
へ搬送するための手段と、前記第１の搬送経路へ搬送された記録媒体の他方の面を前記記
録ヘッドに対向させるべく、前記第１の搬送経路を利用して前記記録ヘッドに対向する位
置へ前記一方の面に画像が記録された記録媒体を搬送するための手段とを含むことを特徴
とする請求項１乃至１０のいずれかに記載のインクジェット記録装置。
【請求項１２】
　前記塗布手段は、前記記録媒体に前記液体を塗布するための塗布ローラと、前記塗布ロ
ーラに当接して形成される液体保持空間に液体を保持するための保持部材とを備え、前記
塗布ローラを回転させることにより、前記液体保持空間に保持される液体を前記塗布ロー
ラによって記録媒体に塗布することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれかに記載のイ
ンクジェット記録装置。
【請求項１３】
　記録ヘッドからインクを吐出して記録媒体に記録を行うことが可能なインクジェット記
録装置であって、
　前記記録媒体に対して前記インクと反応する液体を塗布する塗布手段と、
　前記塗布手段が配置され、前記塗布手段により塗布液が塗布された記録媒体を前記記録
ヘッドに対向する位置へ搬送するための第１の搬送経路と、
　前記液体が塗布されていない記録媒体を前記記録ヘッドに対向する位置へ搬送するため
の第２の搬送経路と、
　前記塗布手段へ供給するための前記液体を貯蔵するための貯蔵手段と、
　前記貯蔵手段に貯蔵された液体の量が所定量より少ないことを判定する判定手段とを備
え、
　前記液体の量が所定量よりも少ないことが判定された場合に、前記第１の搬送経路の使
用は禁止するが、前記第２の搬送経路の使用は禁止しないことを特徴とするインクジェッ
ト記録装置。
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【請求項１４】
　塗布手段により液体が塗布された記録媒体に対して記録手段より記録材を付与して記録
媒体に記録を行うことが可能な記録装置であって、
　前記塗布手段が配置され、前記塗布手段により液体が塗布された記録媒体を前記記録手
段によって記録可能な位置へ搬送するための搬送経路と、
　前記塗布手段へ供給する液体を貯蔵するための貯蔵手段と、
　前記貯蔵手段に貯蔵された液体の量が所定量よりも少ないことを判定する判定手段と、
　前記液体の量が所定量よりも少ないことが判定された場合に、前記搬送経路を利用した
記録媒体の搬送を禁止する禁止手段と、
　を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項１５】
　インクと反応する液体が液体塗布手段によって塗布された記録媒体に対して記録ヘッド
からインクを吐出して前記記録媒体に記録を行うことが可能なインクジェット記録装置の
制御方法であって、
　前記液体塗布手段に供給する前記液体を貯蔵するための貯蔵手段に貯蔵される液体の量
が所定量よりも少ないことを判定する判定工程と、
　前記液体の量が所定量よりも小さいことが判定された場合、前記液体塗布手段が配置さ
れる搬送経路による記録媒体の搬送を禁止する禁止工程と、
　を有することを特徴とする制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　このような目的を達成するために、本発明は、記録ヘッドからインクを吐出して記録媒
体に画像を記録することが可能なインクジェット記録装置であって、前記記録媒体に対し
て前記インクと反応する液体を塗布するための塗布手段と、前記塗布手段が配置され、前
期塗布手段により前記液体が塗布された記録媒体を前記記録ヘッドに対向する位置へと搬
送するための第１の搬送経路と、前記塗布手段へ供給するための前記液体を貯蔵するため
の貯蔵手段と、前記貯蔵手段に貯蔵される液体の量が所定量より少ないことを判定する判
定手段と、前記液体の量が所定量よりも少ないことが判定された場合に、前記第１の搬送
経路を利用した記録媒体の搬送を禁止する禁止手段と、を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明は、インクと反応する液体が液体塗布手段によって塗布された記録媒体に
対して記録ヘッドからインクを吐出して前記記録媒体に記録を行うことが可能なインクジ
ェット記録装置の制御方法であって、前記液体塗布手段に供給する前記液体を貯蔵するた
めの貯蔵手段に貯蔵される液体の量が所定量よりも少ないことを判定する判定工程と、前
記液体の量が所定量よりも小さいことが判定された場合、前記液体塗布手段が配置される
搬送経路による記録媒体の搬送を禁止する禁止工程と、を有することを特徴とする。
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